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１．緒言 

バッチプロセスは、機能性樹脂等高付加価値製品の多

品種少量生産に適しており、その生産は、汎用品の生

産が主に見込み生産方式であるのに対して、特定のユ

ーザー向け製品の受注生産方式となる。従がって、ユ

ーザーの要求仕様を充たす製品の開発から製造（上市）

までのリードタイムを、如何に短縮化するかが、受注

可否を左右し収益性に大きく影響する。製品の上市に

は、開発の情報（開発設備に対するレシピ情報）に基

づき、実機相当の設備で試作、サンプル出荷、評価が

繰り返され、品質の作りこみ（レシピ設計）が行われ

る。このレシピ設計段階が、上市までのリードタイム

のボトルネックとなり、工業化までのスピードアップ

を図るには、レシピ設計の支援環境が不可欠である。

しかし、一般に試作に用いられる装置と、開発に用い

られる設備とはスケールアップ以上に異なる上、商用

生産としての原料や溶剤と、試薬としての原料、溶剤

の仕様にも大きな隔たりがある。更に、ユーザー側の

持つ機能品質の製造品質への落とし込みなど、様々な

要因が上市までのリードタイム形成している。このた

め、支援環境を設計するためには、品質の作りこみ（開

発から上市まで）自体をモデル化する必要がある。 
２．モデリング手法 

業務モデリング手法としては、IDEF0（Integrated 
DEfinition for Functional model）を用いることとし

た。IDEF0では、図1に示すように、アクティビティ

を四角で、 ICOM（ Input、Control、Output、
Mechanism）情報を矢印で示し、アクティビティを階

層的に表現することが可能である。 
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また、本研究では、支援環境の概念モデルの構築を目

指して、実績情報の収集、処理、検索の環境と、それ

を活用する業務アクティビティを明示的に分離するこ

とを考え、PIEBASE テンプレート 1)をベースとし、

更に PDCA サイクルの構成を取り入れた、図 1 に示

すテンプレートを基に、業務モデルを作成した。 
３．業務モデル 

｢新製品の工業化をする｣をTopアクティビティとして、

開発レシピから新製品サンプル出荷までのアクティビ

ティをモデル化した。Node A0モデルを、図2に示す。 

 
図 2 Node A0 ｢新製品の工業化をする｣ 

詳細は省略するが、A2｢マスターレシピを設計する｣

を展開し、A24｢フォーミュラーを設計する｣、A243｢フ
ォーミュラを想定する｣アルティビティを展開し、重要

パラメータの同定までをモデル化した。 
４．事例 

機能性樹脂製造プロセスにおける、品質の安定化、要

求品質の達成を行った事例を、上記作成したアクティ

ビティモデル上でトレースした。開発時のデータの蓄

積の不足、試作時のデータの解析不足、原料特性と品

質との相関についての解析不足から、重要パラメータ

を同定仕切れていないケースが多いことが明らかとな

り、業務アクティビティ上何処で情報を収集し処理す

べきかが明確になってきた。 

５．結言 

バッチプロセスにおける、開発から事業化までのリー

ドタイムの短縮化を目指して、業務のアクティビティ

をモデル化し、事例を用いて検証を行った。 
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